「ALPS処理水」の海洋放出を直ちに停止することを求める署名
呼びかけ団体

福島県平和フォーラム
原子力資料情報室(CNIC)
原水爆禁止日本国民会議（GENSUIKIN)
趣旨
東日本大震災・福島第一原発事故から13年近くが経過しようとしています。いまだに避難生活を強いられている多くの人々がいるにもかかわらず、日本政府は「脱炭素」を理由に、再び原子力推進施策に舵を切りました。
福島第一原発の燃料デブリに触れた水を処理した「ALPS処理水」の海洋放出が強行されています。この「ALPS処理水」には、処理しきれない放射性物質が含まれています。「関係者の理解なしにはいかなる処分も行わない」と約束したことを反故にし、福島県漁連をはじめとする福島県民、そして全国、全世界の人々から反対や懸念があったにもかかわらず、「廃炉のためには海洋放出は仕方がない」と、さらなる放射能汚染を一方的に押しつけるやり方は、決して許されません。
拙速な海洋放出ではなく、放射性物質除去の技術開発を進めながら、その間は放射性物質のモルタル固化や陸上保管等、放出ではない他の方法の十分な検討と検証が必要です。安易な「海洋放出ありき」ではありません。
福島第一原発からは事故により既に大量の放射性物質が放出されました。そして今なお、「ALPS処理水」の他にも様々な経路から多くの放射性物質を大気と海に放出しています。それにもかかわらず、タンク内で管理できている放射性物質まで放出するというのは言語道断です。
私たちは、海でつながる世界すべての人々が、原発事故により放出された放射性物質に脅かされることのない、安全な生活の実現を望みます。海は人間だけのものではなく、海に棲む全ての生物の命の源です。自然環境をこれ以上壊さず、人と自然が共生できる持続可能な暮らし、漁師が安心して漁ができ、世界中の人々が海産物を食べたり、海で遊んだりすることに不安を感じない暮らし、だれもが笑顔で安心して、子どもを育てられる暮らし、を私たちは望みます。
そのために、以下のことを要請します。

要請事項　「ALPS処理水」の海洋放出を直ちに停止してください。
内閣総理大臣　様
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＊いただいた署名は、政府へ提出する以外の目的では、使用いたしません。
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